
リーディングフォーラム講演まとめ 
 
今週⽔曜⽇（１２⽉４⽇）に東京にてリーディングフォーラムがあり、そこで⽂科省⼤⾂官房審議官
（⾼等教育局及び⾼⼤接続担当）⽟上晃さまからリーディングについて総括される講演がありましたの
で重要な点についてまとめさせていただきます。 
 
 学位プログラム 
 学⽣の活動実績の詳細調査 

 ⼤学のデータをもとに⽂科省で独⾃解析 
 学⽣⼀⼈ひとりを追跡 
 産業界へ進んでいった⼈材は約４割 
 リーディングは産業界に博⼠⼈材を知ってもらう、という意味もあった 

 期待される点 
 リーディングのブランド化。⻑期的な検証。  追跡調査を⼼がけていただきたい。 

リーディングの学⽣が世界で活躍していることを⽰したい。 
 リーディングをモデルとして、他の⼤学院も改⾰できているか 企業外部にはいってもらっって、 

独占教育体制を変⾰する。 
 リーディングでの知⾒を元に、全学的な⼤学院改⾰の体制を作っていくこと︕ 

 今後 
 2040 年を⾒据えたグランドデザイン 

⾊んな所で使えるトランスファラブルな能⼒を持った⼈材。幅広い教養 
 プログラムの⽬的設定を明確にし、卒業⼈材がどのようなスキルを持っているのか、が明確にな

るように。定員を状況に応じ増減させる。AI など、分野に応じて増やすことも⼤事。 
 コースワークの充実。学内リソースを効率的に活⽤する。 
 今後はリーディングだけでなく、全国の⼤学へ。 

そのために 学内（改⾰）から。学内の他の教員への成果の広報、そして理解を求める。 
 

  





 


